
令和８年度 特例研究について

研究開発課題

多様な個性や特性、背景を有する子供達を包摂する柔軟な教育課程の編成

＜ 一人一人の興味・関心に応じた学びの充実のための弾力的な教育課程編成 >

目指す子供の姿

「自分の良さを生かしながら、自分で課題を見つけ、解決する子供」



令和８年度 特例研究について

研究内容I（１日３０分の学校裁量時間）

研究内容II（４０分の授業づくり）



研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）

月 火 水 木 金

子供のための
時間

教職員のための
時間

教職員のための
時間

子供のための
時間

子供のための
時間

子供のための時間 教職員のための時間

学校裁量時間の割り当て

月 火 水 木 金

学年タイム 団らんタイム 団らんタイム 探究タイム 探究タイム



（１）学年タイム
月 火 水 木 金

学年タイム 団らんタイム 団らんタイム 探究タイム 探究タイム

：学校教育目標の「ふるさと可也を愛し、他と共に
よりよく生きる子供の育成」から、ふるさと（可
也）愛を育むために、地域に目を向ける。

目的

研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）

子供のための時間



：地域の特色を生かした取組

例）フィールドワーク
自然観察
地元の自然素材を使った学習活動
産業・文化体験
地域への貢献活動

内容

（低学年）

（高学年）

（１）学年タイム

研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）



（２）探究タイム ※対象：３年生以上

：「好き」を育み、「得意」を伸ばす。
（探究的要素をもつ学習活動を設定）

目的

月 火 水 木 金

学年タイム 団らんタイム 団らんタイム 探究タイム 探究タイム

子供のための時間

研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）



①自分が学びたい「問い」を考える。

②「問い」について探究する。

③１１月と２月に報告する。

前半の部（６月～１１月）

後半の部（１２月～２月）

実施の流れ

研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）



研究内容（１日３０分の学校裁量時間の使い方）

月 火 水 木 金

子供のための
時間

教職員のための
時間

教職員のための
時間

子供のための
時間

子供のための
時間

子供のための時間 教職員のための時間

学校裁量時間の割り当て

月 火 水 木 金

学年タイム 団らんタイム 団らんタイム 探究タイム 探究タイム



研究内容I （１日３０分の学校裁量時間の使い方）

教職員のための時間

団らんタイム

①学び合いの場

②教職員の親睦を深める場

③授業や探究タイムの準備

④児童の情報共有



令和８年度 特例研究について

研究内容I（１日３０分の学校裁量時間）

研究内容II（４０分の授業づくり）



予習を取り入れた授業
（校内研究での授業づくり）

研究内容Ⅱ （４０分の授業づくり）



研究内容Ⅱ （４０分の授業づくり）

予習の例（第３学年）
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